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第１検討会 資料2に追記ニーズ・シーズ調査等の全体フロー（概要）

議題(1)

議題(2)

議題(3)



「ニーズ・シーズ俯瞰」と「シーズ俯瞰図」の関係（イメージ案）
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技術分類

技術成熟度災害フェーズ

ニーズ・シーズ俯瞰図（イメージ案） シーズ俯瞰図（イメージ案）

 ニーズ領域の周辺に、代表的なシーズ事例を配置
例:「管理施設の早期の応急復旧」のニーズ周辺に、
個々の「ドローン」「無人ヘリ」「遠隔施工」等のシーズ事例を配置

技術テーマ「管理施設等の応急復旧対応の改善」
◆ニーズ領域（解決課題について、重要性、潜在ニーズや導入障壁等の特徴にも留意して記載）

◆関連するシーズ領域（個別のシーズ事例（研究課題等）の列記ではなく、グルーピングしたもの複数例示）
・建設機械等の自動施工・遠隔施工技術等の高度化
・重機等の運搬等に有用な高ペイロードの無人航空機等の開発
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 など

 技術分類・技術成熟度別に、
類似する個々のシーズ事例をグルーピング（シーズ領域）
例:「高ペイロードの無人航空機」

開発促進の求められる技術テーマ（抽出整理イメージ案）

インフラ・施設等（橋梁、堤防、送電用鉄塔等）の、応急復旧を適切（迅速、正確、安全等）に
行えることが、応急復旧対策に有用。現場導入にあたっては、平常業務での利用できる技術であること
がコスト・習熟度などの観点で効果的。・・・・・・

業務用途
分類

第2回検討会 資料2-1より抜粋



「開発促進の求められる技術テーマ（案）」の位置づけ等
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技術テーマ「管理施設等の応急復旧対応の改善」
◆ニーズ領域（解決課題について、重要性、潜在ニーズや導入障壁等の特徴にも留意して記載）

◆関連するシーズ領域（個別のシーズ事例（研究課題等）の列記ではなく、グルーピングしたものを複数例示）
・建設機械等の自動施工・遠隔施工技術等の高度化 →〇〇省の〇〇事業と連携を検討
・重機等の運搬等に有用な高ペイロードの無人航空機等の開発 →〇〇庁の◇◇事業と連携を検討
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 →内閣府の▽▽事業で開発促進

インフラ・施設等（橋梁、堤防、送電用鉄塔等）の、応急復旧を適切（迅速、正確、安全等）に
行えることが、応急復旧対策に有用。現場導入にあたっては、平常業務でも利用できる技術であること
がコスト・習熟度などの観点で効果的。・・・・・・

 ニーズ・シーズ調査にもとづく「技術テーマ（案）」を踏まえて、今後の推進施策を検討。

 具体的には、 「技術テーマ（案）」のうち、関連するシーズ領域に列記される複数の技術開発課題
（グルーピングした技術シーズ）を参照し、今後、個々の研究課題や製品・サービス等が設定される想定。

 それぞれの技術開発課題の特性に応じて（例:社会実装までにより⾧期的な研究が必要等）
それぞれの課題に適した技術促進施策との連携や適用を行えるよう、考え方を検討・整理。

→資料３にて、関連する各省庁等の技術促進施策等との関連性の整理方針（案）を提示

 例えば、社会実装が比較的近く市場性の高い研究課題の類型については、
防災庁の新たな技術開発促進施策の開発支援型の事業（※予算要求段階）による促進対象
のような考え方を検討・整理。



 「ニーズ・シーズ俯瞰図（案）」、「シーズ俯瞰図（案）」、「開発促進の求められる技術テーマ（案）」を
前回検討会で、ご確認・ご審議いただいた下記の作成イメージにもとづき、全体の素案を作成しました。
 「ニーズ・シーズ俯瞰図（案）」から、技術テーマ（案）として51テーマ（案）を抽出。
 シーズ俯瞰図については、複数用途にまたがる先進技術の一部について作成

 全体的な俯瞰状況について、違和感のある点などございましたら、ご指摘ください。
（※各テーマの詳細については、第4回までに精査をしてまいります）

ご意見いただきたいこと




